
 

 

 

 

文部科学省 SGH（スーパー・グローバル・ハイスクール）事業について 
 

   文部科学省は急速にグローバル化している世界の現状を踏まえ、将来国際舞台で活躍できる人材を

高等学校段階から育成するための教育課程を研究・開発する SGH事業を平成２６年度よりスタートしまし

た。そして本校は平成２７年度から３１年度までの５年間にわたり SGH事業の指定を受けています。現

在、本校を含め全国で１２３校の高等学校が SGHの指定を受けており、愛知県では、旭丘、名城大学附属

（平成２６年度指定）、時習館、名古屋大学教育学部附属、中部大学春日丘（平成２７年度指定）の５校が

指定校となっています。指定初年度の国際コース１年生に加え、平成２８年度より国際・啓明コース 1年

生がＳＧＨ学習活動に加わりました。そして今年度より、進学・特進コースの１年生が加わります。 

 →特別な学びのチャンスです。積極的に活かしましょう！ 

 

春日丘高校のＳＧＨは次の６つの資質（グローバルコンピテンシー）を育成します。 

 

①課題に臨む積極性  

②協働作業力  

③創造力（問題解決能力）  

④論理的・批判的思考力 

⑤判断力（情報活用能力） 

⑥コミュニケーション能力 

⇒ 「問題解決能力」と「発信力」のある「グローバル人材」を育成します。 

 

グローバル課題研究のゴール 

 

啓明コース（平成 29年度入学生） → グループで研究テーマを持ち、2年生で研究論文を完成させる。 

  

国際コース（平成 29年度入学生）→ グループで研究テーマを持ち、2年生で研究論文を完成させ、 

3年生で英語による論文を完成させる。また、春日井市や企業に 

対する政策提言を行う。 

 

研究４領域 

 春日丘高校のＳＧＨ課題探究では、４つの領域を設けています。 

   ★国際開発 

   ★国際ビジネス 

   ★医療・福祉 

   ★環境・エネルギー 

   これらの４領域から一つを領域を選択して、テーマを決めてグループ研究を行います。 

中部大学春日丘高校 ＳＧＨ通信 VOL ５８   

発行日 

平成28年 ４ 月１２日 



 

グローバル講演会（全校生徒対象） 

 ４月２４日（月）、１０月２日（月）には全校生徒対象のグローバル講演会を予定。 

  ＊4月は京都大学東南アジア研究所、総合地球環境学研究所の水野広祐 教授をお招きします。 

 

SGH海外研修  

 インドネシア（８月）定員８名・・・２年国際・啓明コース対象  

ベトナム（３月）定員１５名・・・１年進学・特進・啓明、２年進学・特進・国際コース対象 

 

希望者から選抜します。グローバル課題研究で興味を持ったことを、現地で自分の目で見て確かめてみ

ましょう。（募集や選考については後日連絡します。） 

 

      

 

  「グローバル課題研究」 この１年間のながれ （国際・啓明コース）               

 

カリキュラム 学習の主な目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

年 

＜４月～５月＞ 

Aカリキュラム 

「国際理解学習」 

 

・自分たちが生きる社会をふりかえり、人権、環境、開発、共生、平和などの人類

共通の課題（＝グローバルイシュー）について理解する。 

・自分と他者、社会、未来とのつながりに気づき、課題解決やより良い未来づくり

になぜ自分が関わることが必要か、わかるようになるなど。 

＜６月～９月＞ 

Bカリキュラム 

「４領域理解学習」 

 

・４つのグローバル課題領域（「国際開発」、「国際ビジネス」、「医療・福祉」、 

「環境エネルギー」）とその概要について理解する。 

・４つのグローバル課題の現状と課題について、講師の話などから具体例を 

知り、 課題の背景、原因、先進国（日本）とのつながりに気づくなど。 

＜９月～３月＞ 

Cカリキュラム 

・領域分け 

・問題認識学習 

・情報収集学習 

・ポスター発表 

・個人テーマ決定 

 

＜１１月＞ 

☆４領域校外学習 

 

☆国際コースの３学期分

は２年の１学期で実施

します。 

 

・領域ごとに分かれ、グループで今後活動していくための気持ちを高める。 

・領域への関心を強め、今後の研究に対する意識を高める。 

・「問題」は人によって違い、相手の立場に立って考えることの必要性に気づく。 

・問題解決のためのプロセスがわかるようになる。 

・情報の性質を理解し、情報収集の方法を学ぶ。 

・図書館の分類を理解し、図書館の利用法を学ぶ 

・宿題を持ち寄り、知識を増やす。 

・知識からグループ学習の方向性を決める。 

・外国人（アセアン諸国）大学院留学生と意見交流会をして知識を広める。 

・フィールドワーク（校外学習）に出かけて情報を収集する。 

・グループごとにポスターにまとめて発表する。 

・他者の発表から新しい観点や学びを共有する。 

・グループ、又は個人の研究テーマを決める。 

  １２月１２日（火）の「SGH全国事業報告会」で１年生はポスター発表をする予定です。   


